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顕在化する韓国の輸出伸び鈍化
12月の韓国の輸出前年比増加率は1.4％にと

どまり、10月14.7％、11月6.5％に続き従来の
20～30％台の急増ペースから一転して鈍化が
鮮明になってきている。一方で輸入も12月同
5％増にとどまり年間の貿易黒字は121億ドル
を確保したが、足許の輸出急減速は鉱工業生産
の伸び鈍化（11月前年比6.4％増、10月11.5％）
や在庫率の上昇をもたらし、急回復・高成長を
遂げてきた韓国経済は減速感を強めている。
輸出鈍化の要因はIT関連、アジア・欧州向け
韓国の輸出鈍化の要因をデータの入手可能な

11月の輸出で見てみよう。輸出全体では足許
の輸出鈍化の要因は数量ベースでも伸びは鈍化
しているが、価格下落の影響も大きい（図）。
輸出品目別では、主要輸出品であるIT関連

製品の鈍化が主因である。コンピュータ製品
（全輸出に占めるシェア11月17％）は11月に
数量が▲3.3％と純減し金額ベースでも図で示
したとおり同月20.8％と急減速し、半導体（シ
ェア12.1％）も数量伸び鈍化とともに単価が市
況悪化で同月▲35.6％となり金額ベースでは
4.5％増（10月8.9％、9月30.8％）にとどまった。
輸出地域別では、NIEs向け11月▲0.2％（10

月 6.5％）、欧州（英独仏伊4ヶ国）向け▲
5.7％（10月▲3.7％、9月13.7％）と減少に転
じ、日本・ASEAN4ヶ国向けの伸びも鈍化した。
他方で、最大の輸出先である米国向けは15.6％
（10月26.7％）と伸び率は鈍化したものの、2
桁の増加で全輸出に占める米国向けのシェアは
11月22.2％と依然高い水準を維持している。
IT関連生産基地となっているアジア向けは、

半導体の輸出数量の鈍化と単価の急落を主因
に、NIEs向けが減少し、またASEAN4向けは
11月5.7％増とプラスを維持したものの、IT関
連生産比率の高いマレーシア（11月▲7.6％）、
フィリピン（同▲11％）がマイナスに転じて

いる。また、韓国輸出の約2割を占めるNIEs・
ASEAN4自体の輸出も足許で伸びが鈍化してい
る。アジアの最大輸出先米国の景気減速が東南
アジアから米国向けの最終製品輸出に影響を与
え、韓国の域内向けIT関連部品輸出も打撃を
受けているものと推測される。米国景気の不透
明感は当面払拭出来ず、今後自動車輸出等にも
影響が出てくることも予想され、韓国の輸出の
先行きは厳しいものとなってきている。現在日
本の輸出で懸念されている事態と同様なことが
韓国の輸出についても起きていると言えよう。

当面景気減速は避けられない韓国経済
韓国経済は輸出／GDP比率が99年で35.3％

と他のNIEs、ASEAN4に比べ低いが、日本の
9.3％に比し高く、依然外需依存型の経済構造
にある。米国景気の利下げ効果等を見極める必
要はあるが、輸出は当面厳しい状況が続くと見
られることから、従来堅調であった設備投資、
個人消費への影響等で韓国景気の下振れリスク
は高まっている。これに対して韓国当局は、失
業者の再就職支援、公共投資拡大等を柱とする
3兆ウオンの総合対策や現代電子社債借換え債
の政府系銀行による買取り等を打ち出し、産業
界もウオン安を活かした輸出戦略の強化等を図
っており動向が注目されるが、当面景気減速は
避けられないであろう。 (千葉 進）
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輸出伸び鈍化で減速必至の韓国経済
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図　韓国の輸出増減率（前年比）とその要因�

19
97
 0
1�

19
97
 0
4�

19
97
 0
7�

19
97
 1
0�

19
98
 0
1�

19
98
 0
4�

19
98
 0
7�

19
98
 1
0�

19
99
 0
1�

19
99
 0
4�

19
99
 0
7�

19
99
 1
0�

20
00
 0
1�

20
00
 0
4�

20
00
 0
7�

20
00
 1
0

数量要因�
輸出増減率�

価格要因�
コンピュータ関連（右目盛）�

資料　韓国銀行ホームページ�

（％）� （％）�


